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写真－１．講演される鹿内先生 
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１．３Ｄプリンターを上手に活用しよう  
 (1)３Ｄプリンターとは 

静岡理工科大学 鹿内佳人講師 
最近では、メディア等で３Ｄプリンターにつ

いて目にする機会が多く、世界を変える技術な

どのイメージだけが先行しているように思え

る。また、先日の事件では銃の製造が簡単にで

き、犯罪にも使われるかもしれないなど「諸刃

の剣」である捉え方も社会に浸透している。し

かしながら、３Ｄプリンターは単なる道具とし

てあるもので、倫理観とは別である。 

３Ｄプリンターとは、従来の加工法である射

出成形や金型技法の立体物製作方法と違い、

「積層造形」による立体物製作である。「積層

造形」とは、プリンターのヘッドが動いて材料

を噴出し、層状に積み重ねて形をつくることに

あり、材料を削る引き算の切削加工ではなく、

材料を加える加工法である。一層の厚さは機械

の方式や種類にもよるが、約 0.3mm～0.05mm

程度である。 

３D プリンターの種類は、約６種類ほどある

が、「光造形方式」は硬化する樹脂材のプール

内で紫外線レーザーを照射し、積層するもので、

特徴として滑らかな仕上がりになる反面、高価

であり、時間経過と共に変形しやすい。「イン

クジェット方式」は、同じ紫外線硬化樹脂材を

インクジェット・ノズルで一層吹き付けて紫外

線により硬化積層する方式である。「粉末焼結

方式（今回会場で使用した機械）」とは、粉末

材料（ナイロン樹脂や金属）にレーザーを当て、

焼結させる方式で、強度が確保できるため実用

性のある造形物ができるが、表面のざらつきや

平滑さが求められるものには不向きである。

「石膏粉末式」は、材料に石膏粉末を用い、一

層毎に接着剤で固めて積層する。フルカラーで

2014 年度 第１回例会報告 
開催日：2014 年 6 月 21 日 

文責：広報担当 柴田 達哉



 2

写真－2．造形中 

の出力が可能であるが、石膏材であるため脆い。

「熱融解（FDM）方式」は、主流となってき

た樹脂フィラメントをヒーターノズルで加熱

融解しながら積層する方式で、熱可塑性樹脂を

使用できる点、形のサポート材に水溶性の樹脂

を使うことができることと比較的安価なこと

が利点である。しかし、積層ピッチが粗いので

積層痕が目立つ難点があり、浮いた物を支るサ

ポート材も必要とする。 

3D プリンターの歴史は、1980 年代に名古屋

市工業研究所の小玉氏が基礎となる光造形法

による特許を出願するのが始まりで、その後に

世界では各方式での特許出願や開発会社の設

立がなされて実用化が発展した。最近、注目さ

れるきっかけは、「熱融解（FDM）方式」の特

許期限切れ (2009)によるオープンソース化

（RepRap プロジェクト）が進み、安価なプリ

ンター普及の大きな要因となっている。 

いずれにしても強度の異方性、表面加工精度、

コストに課題もあり、試作品などの一点物生産

は優れているが、大量生産には向かないなどの

3D プリンターと他の立体物加工技術との差異

を理解し、ひとつの「ツールとしての位置付け」

と認識することが大切である。 

３Ｄプリンターによる造形の手順は、 

① ＣＡＤデータの作成 

通常の３ＤＣＡＤソフトで可能（STL デ

ータ形式を扱える）。 

② データ変換（前処理ソフト） 

a)STL データ形式に変換 

b)スライサ（積層構築経路データに変換） 

③ 造形開始 

写真－２参照 

④ 後処理 

サポート材の除去、積層痕の処理 

 

 

 最後にまとめとして、「3D プリンターは加

工機械の一種」、「造形速度、強度、コストなど

のバランスなどの適用を考える必要」及び「今

後の発展性がある技術」であり、更なる低価格

化が進みパーソナル化が期待できる。 

(2)３Ｄプリンターの活用事例 
静岡理工科大学 土屋高志教授 

 3D プリンターは、「すぐ造れること」、「個

別の対応が容易」及び「少量生産対応」にある。

これを生かして医療分野でのニーズである「時

間相応性（数日のスパン）」と「人によるサイ

ズ・形状が異なるなどの個性」に対応できる。 

現在は、この 3D プリンターの特性を利用して

人体の四肢再建手術の事前検討に用いる骨モ

デル作成の応用研究を行っている。 

 

 写真－3．講演される土屋先生 



 3

写真－6．デモンストレーションの様子 

写真－4．右手関節での応用 

写真－5．大腿骨での応用 

写真－7．持ち込まれた 3D プリンター熱融解（FDM）方式 

 具体的には、病院でのＣＴやＭＲＩ電子デー

タを受信し、３ＤＣＡＤ用の画像データに変換

したのち、STL データを作成して 3D プリンタ

ーで必要な部位（骨）の製作を行う。病院へ製

作したものを搬送し、施術時の治療手順の検討

に活かす。現在、大学のある袋井市と大阪の病

院との間で新幹線を使った搬送手法での研究

を行っている。 

実際の例として、右手関節を電気のこぎりで

損傷したケースでは、患部のＣＴデータを元に

製作した３次元モデルにより正常な復元手術

が検討され、患者自らの肋骨を切削、移植して、 

損傷関節を正常に修復した。 

 

また、他の適用事例では、ナイジェリアで銃

により左大腿部を打たれ受傷した患者が、国内

でボルトの固定施術を受けたのち、来日して義

関節に対する手術を行った際に作成した機器

では、一般に販売されている３Ｄプリンターで

対応し成功している。 

 

 

 

 

. 

 

 

今後は、義手・義足などの医療への応用が期

待されているが、他の分野への応用や色々な使

い方を模索している。 

【講演のまとめ】 

３Ｄプリンターを会場まで持ち込み、参加者

が実際に試作品や製造過程でのモデルも手に

してみることもできました。また、活発な質問

や意見が出て、有意義な講演でありました。 
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※

※技術士が辞退した場合には、再度選定作業を行う。

技術士への
受託打診

受託するか
否かを判断

担当技術士を
決定

担当する技術
士名を通知

受託する旨の
回答

正式な依頼 正式承諾

センター
静岡県

技術士協会
技術士

担当技術士の
選定依頼

技術士の選定

「専門家依頼書」

「承諾書」

図－1．技術士協会と連携 

写真－8．講演される清水センター統括 

２．静岡県事業引継支援センターについて 
「静岡県事業引継センター」統括責任者 清水至亮 

静岡県事業引継支援センター（以下センター

とする）とは、静岡県商工会議所が経済産業省

関東経済産業局からの受託事業所であり、主に

企業経営の次世代への事業引継ぎや親族内承

継についての公的相談所として、相談無料・秘

密厳守で受付を行っている。その対応のなかで

技術士のような外部専門家が活動を行うこと

がある。センターは、全国 14 箇所に設置され、

静岡は全国で 4 番目に設置され、先駆的である。

人材としては、常勤の金融のプロである職員の

外、外部の金融機関等と外部専門家により構成

されている。 

 
 

事業承継とは、経営（経営権・支配権）、財

産（株式等）及び経営理念等の３つがあるが、

当センターでは、特に意志の継承に重きを置き、

金融機関との差別化を図っている。 

事業継承の背景は、少子高齢化と高学歴化

（大卒の一般化による他職への就職）によるが、

経営者が高齢化する近年では、大きな問題とな

っている。 

また、第三者株式譲渡であるＭ＆Ａの成約は、

昨年では県内で 47 件（当センターでは 12 件

の案件を成立させた）あり、増加の一途をたど 

り、だいたい毎週 2 社の割合で相談がある。 

 第三者承継の事業継承は、年商 3 億以上の企

業では大手Ｍ＆Ａや大手投資銀行や証券会社

が得意とするが、当センターでは年商 3 千万円

～3 億円の企業を廉価で請け負っている。第三

者承継は、規模が小さいほど困難で年商 3 千万

円以下の企業はあまりない。しかし、小さな個

人商店のような規模でも事業承継できる「後継

者バンク」というものを始めている。 

 「後継者バンク」は、政府の成長戦略であり

静岡でも 4 月から開始している。意欲ある起業

家が後継者バンクに登録し、地域に不可欠な事

業で後継者不在の事業主を引き合わせ、引き継

ぎの実現を目標としている。 

 静岡県技術士協会との連携は、センター独自

では専門的な評価は困難であるため、正確な技

術情報を技術士が提供する役割を担う。 

 

具体的には、上図のような連携フローにより対

応している。 

 これまでには３件の事例があり、産業廃棄物

焼却設備を有する建設業者に対して、「５Ｓが

徹底された適切な使用状況」と評価、半導体関

連製造業者には、半導体研磨用資材の生産体制

について「スペックの進化に柔軟に対応可能」

とし、さらに、ソフトウエア開発会社のＨＶ車

載用ソフトには「優秀な技術者が存在」すると
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評価している実績がある。 

 今後、静岡県技術士協会々員の携わっている

企業案件についても、経営課題の解決に支援し

たいと考えている。 

【講演のまとめ】 

 今回の講演において、当協会とのセンターと

の「技術評価に関する協定」を改めて理解する

ことで役割を認識し、今後の活動に活かしてゆ 

けると思います。 

 例会後の 7 月 25 日（金）午後 7:30～7:55

にＮＨＫ総合で放送された「静岡流」という番

組で当センターが取り上げられました。テーマ

は、「中小企業の悩み解決します。～地域経済 

再生のヒントは～」でした。 

 

 

３．会員による活動報告 
 新入会員を含め、3 名の方に自己技術経歴紹

介や近況活動報告をして頂きました。 

 

１．村瀬武雄会員（情報工学部門） 

 現在、富士通ソフトウエアテクノロジーズに

勤務され、今年定年を迎えた。専門は、情報工

学であり、サーバー系基本ソフトの仕事をして

いました。今から 23 年前技術士を取得当時、

静岡県技術士協会に入会しましたが、事情もあ

り退会をしましたが、このたび再入会した。 

 専門とするサーバー系ソフトウエアの世界

も変わり、70 年代から 90 年代には日本の富士

通も主流でしたが、インターネットが普及し始

めたことから様変わりし、最近ではＯＳＳ（オ

ープンソフトソフトウエア）がメインになって

来ている。また、現在は、子会社の ISO9001

の取得にも携わっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014 年第１回例会集合写真（写真－9） 

写真－10. 村瀬会員 
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写真－11. 小嶋会員 

写真－12. 野々垣会員 

２．小嶋克美会員（機械部門） 

 現在 63 歳になりますが、技術士は 30 歳の

時の機械部門で取得し、企業内技術士として活

動してきた。 

 信条は、ＰＰＫ（ピン・ピン・コロリ）で生

涯現役として活躍し、潔い最後を迎え、望むこ

となら「テニスコートで」と思っている。 

 

三菱電機（株）静岡製作所に入社し、コンプ

レッサーの製作に携わり、精密性を要求される

量産組立て技術の開発を行ってきた。タイ赴任

の際には、受賞したＴＰＭ活動とその製造ライ

ンの生産性向上を行い、世界で初めてのシステ

ムを構築した。 

そのタイでの赴任生活では、ゴルフ三昧であ

りましたが、同時に実用性のある英会話も得意

になった。 

 現在は、製造技術を中心に中小企業に種々

の技術指導を行っている。 

 

３．野々垣智樹会員（情報工学部門） 

 静岡県技術士協会の会員でありますが、現在

は東京で仕事をしているため休会中である。日

本技術士会での活動を行っており、青年技術士

として、ASEAN の国際エンジニア活動（その

中の YEAFEO）に従事している。 

 

 

 活動の目的は、各国の技術者の関係性の確保、

日本の技術士の外部への発信及び教育的観点

での国際会議に参加することにある。 

 このような活動の中で技術士の英語力の必

要性を感じている。日本の技術者は、発言が無

く、高い技術力を持っていても評価されない。 

そのため Skype を用いて「技術者のための英

会話講座」を専門分野で使う言葉の教育サービ

スを立ち上げまた。レッスンには、フィリピン

ボランティア会の協力を得ており、レッスン料

は大変廉価で提供している。 
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＜新入会者＞ 
氏  名：山田 一馬(ヤマダﾞ カズマ)  
生年月日：1974 年６月 12 日 
入 会 日：2014 年７月 ７日 

技術部門：機械部門 
選択科目：流体工学 
勤 務 先：日本軽金属株式会社 化成品事業部 清水工場設備課 
自  宅：静岡市 
そ の 他：（業績）特許第 5333327 号「流体機械用羽根及び流体機械用 

ガイド並びに流体機械」 
その他の資格：監理技術者、一級管工事施工管理技士、第一種衛生管理者、 

二級建築士、静岡県地震被災建物応急危険度判定士、 
機械状態監視診断技術者（振動）、航空特殊無線技士、他。 

 
 

＜退会者＞  
2014 年６月退会 芦沢 五一名誉会員(建設部門)   

 

平成26年６月18日の日本技術士会定時総会にて、木村（建設・総合技術監理部門）・吉田（経

営工学・総合技術監理部門）の両氏は、中部本部の活動を通じて日本技術士会の発展に貢献した

ことを同会会長より表彰されました。 

 おめでとうございます。これまでのご尽力が受賞に至ったものであり、ますますのご活躍を期

待いたします。 

 

日頃から、当協会へのご支援ご協力に大変感謝申し上げます。平成２６年９月末現在で、会員

数は、名誉会員２０名、一般会員８９名、賛助会員９社となります。当協会は、行政や他団体と

の連携や協定を結び、会員技術士の資格を十分に活かせるべく関係先への営業と協会組織の充実

に取り組んでいます。来年度には、静岡県支部発足の予定です。先輩諸氏のご尽力に感謝し、今

まで以上に社会貢献事業をより活発にできるよう、会員の皆様と共に歩んで参りたいと思います。 

 

 

 

日本技術士会静岡県支部設置や静岡県技術士協会 50 周年記念事業に向かい、準備が行われてい

ますので皆様のご協力をお願いいたします。また、会報への投稿をお待ちしています。お気軽に

意見や随想などなんでもお願いいたします。         (会報担当: 柴田 達哉､關 尚彦)

編集後記 

木村芳正名誉会員・吉田建彦会員の受賞のお知らせ 

会員消息 

事務局からのお知らせ 
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 長年、静岡県技術士協会の発展に貢献して頂いている賛助会員様に感謝の意を表し、企業紹介

をさせて頂きます。（順不同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛助会員 企業紹介 

＜創 業＞昭和 41 年 創立開業 
＜資本金＞3,000 万円 
＜業 務＞建設コンサルタント、測量、地質調査、補償コンサルタント、建設業
＜従業員＞63 名 
＜支店等＞富士・浜松・磐田・甲府営業所 

当社は、今後、高度な『提案型知識産業』へ移
行するとされる新たな建設コンサルタントとし
て求められる将来像を常に心に描き、豊かな地域
社会への実現へ向けて、より多く社会に貢献すべ
く研鑽を重ねて参ります。 

代表取締役 遠藤喜徳

〒424-0064 
静岡市清水区長崎新田 123 番地

TEL 054-345-2155

FAX 054-348-2585

http://www.kencon.jp

＜創 業＞昭和 41 年 創立 
＜資本金＞1,000 万円 
＜業 務＞設計コンサルタント、測量・調査、 

補償コンサルタント、開発行為業務 
＜主要取引先＞国土交通省・静岡県・静岡市町
ISO9001：2000 認証登録 

当社は、昭和 40 年創業以来おかげさまで今年 50 周年を迎えることができました。 

会社の経営方針として「創意・熱意・誠意・品質」を基本理念とし、地域に密着した企業と

して育ってきました。これからも技術力を高め「顧客重視」をモットーに業務を遂行し、社

会に貢献できる会社を目指す所存であります。        代表取締役 山田 巧 

〒420-0801 
静岡市葵区東千代田 1 丁目６—20 

TEL 054－261-6956

FAX 054－262-1429

http://www5.ocn.ne.jp/~chiricon/701.html  

 
〒410-0022  沼津市⼤岡 2240-16
TEL : 055-921-8053   
FAX : 055-924-8122 
http: //www.tohnichi-net.co.jp 

＜創 業＞ 昭和 40 年 
＜資本 金＞ 7,000 万円 
＜業 務＞ 建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、地質ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、補償ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ  

          地理空間情報、一級建築士事務所 
＜支店 等＞ 函南・伊豆の国・伊東・静岡・袋井・甲府営業所 
 

当社は創業 50 年を迎えます。この間、多くの方々のご支援を賜り、時代の変化・社会
の要求を捉え、次世の社会基盤の形成に向けた新たな役割にチャレンジし続けてまいりま
した。節目の年として「感謝を未来へ」と題し、従業員一同５０年の歴史を振り返りつつ、
輝かしい未来へ向けて一層精進してまいります。 

代表取締役 鈴木正之


